








要約:プレイルームを活用目的毎に検討した結果、自由に活用できる時間が毎日 3 時間半

～4 時間ある事。短期外泊の頻度、土曜･日曜の日課の整備状況から週末にはこの活用時

間の倍増が予測できる事。長期外泊の頻度、合計日数から年間 1ケ月以上もの間登校せず

病棟ですごす期間がある事。以上の事から遊ぶ場としてのプレイルーム以上に生活の場と

しての認識が必要である。集団に対する療育の場としてのプレイルームは疾病教育や社会

性の向上、外部との交流を目的としたものに高頻度で活用されており、疾病治療の一翼を

担い入院生活の弊害を抑止するための学習･体験の場として極めて重要な位置を占めてい

る。


